
日本語ボランティア養成講座                        主催 磐田国際交流協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       i プラザ（総合健康福祉会館） 磐田市国府台５７－７ 

 

名古屋外国語大学教授。国際基督教大学教養学部語学科（日本語教育専攻）卒業。モナシュ

大学（メルボルン）より博士号を取得。東海大学、モナシュ大学、姫路獨協大学、名古屋大学

をへて、2006 年４月より現職。 

独立行政法人国立国語研究所評議員、日本学術振興会専門委員などを歴任。2007 年から

2013 年まで（公社）日本語教育学会会長。2007 年から文化審議会国語分科会日本語教育

小委員会委員。1994 年に東海日本語ネットワーク（TNN）の創設に参画し、現在も会報委

員を務めている。 

 

講師より 

 多文化共生ということばをご存知でしょうか。 

 磐田市は「第２次多文化共生推進プラン（2012～2016）」を策定し、外国人にとって住みやすい街づくり

に取り組んでいます。磐田市は、市民の 25人に一人が外国人という集住都市ですから、多文化共生は街の活性

化にとってとても大事なことです。 

 多文化共生のカギは、日本人市民と外国人市民の対話です。日本語を使ってお互いの気持ちを伝えあうことが

できたら、少子高齢化や防災・減災といった私たちの課題を解決する上で大きなプラスになるでしょう。 

 磐田市は外国人市民の日本語学習を支援してきましたが、さらに工夫の余地はないでしょうか。また、日本人

市民が外国人市民ともっと気持ちのいいコミュニケーションをするにはどうしたらいいでしょうか。 

 多文化共生のための日本語コミュニケーションについて一緒に考えてみませんか。 

 

●受講料：1,000 円 

●定員：40 名 

●申込み方法：電話かEmail でお申込みください。その際、以下の点についてお知らせください。 

 ①氏名 ②住所 ③連絡先 ④日本語ボランティア経験の有無 

  ※メールの件名は「公開講座申込み」でお願いいたします。 

●締切：９月２０日（金） 

●申込み・問合せ：磐田国際交流協会（平日８:30～17:00）〒438-8601 磐田市森岡 150 

         【TEL】0538-37-4988 【Email】ice@iwataice.jp 

平成 25 年度文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業  

 

 


